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みんなが戻って
　　　　　来られるように―　

▲倒れた家屋が道を塞いでいる（震災後写真）

▼周辺は解体し、周りを見渡せる（解体後写真）

今城区―熊本地震により被災
した地区の一つ。震災前

は、90戸存在していたが、平成29
年４月30日時点で、57戸が解体さ
れており、地震の被害が凄まじ
かったことがわかる。

震災から１年が経ち、今の生活に落ち着きつつある中、仮設
住宅やみなし仮設住宅に住む人、家を修理して住んでいる

人たちなど、暮らしの形が変わってきました。震災当初は、（前
震時）今城区を全て安否確認しました。近くの公民館に避難した
り、駐車場などで車中泊をしてその日を過ごしました。そして起
こってしまった本震。居ても立ってもおれず、近所の人たちとス
ポーツセンターに避難。１ヵ月間ほど過ごして熊本市内のみなし
住宅に４ヵ月間入居、そして現在、今城に帰り生活しています。

みんなに戻ってきてほしい―その思いが強くなりました。高
齢化が進む中、復興を目指すために、自分たちだけではど

うにもできないところにきています。今城区の中を通る道路の拡
張や水路の整備、それに伴う擁壁の撤去など、住宅を再建することは困難を極めます。みんなが戻ってこられるような環
境づくりをすることが大事だと思います。

人と会う機会が少なくなりました。やはり、 ″話す″こと、そして ″地域コミュニティ″の大切さを実感しました。
今後は、仮設住宅と地域とのつながりが大切になると思います。今年は今城の春の区役を実施しました。参加者は

少ないと思っていましたが、当日は仮設住宅やみなし住宅の人も含め、たくさんの人に参加していただき、 ″今城″とい
う地に愛着があるんだと思いました。長い年月がかかっても、復興のために、こういったみんなの想いを大切にしなけれ
ばいけないと思いました。

藤 村  安 治 区長（今城）
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